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（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。 
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

 日本最大級の１時間に４００頭の搾乳が可能な、７２頭ロータリーパーラーを備え、この数年で

約５０億の設備投資の下、２０００頭を超える最新式の乳牛経営は、畜産干拓の顔として、笠岡の

元気づくりのトップランナーです。地域と共に歩む、循環型酪農展開を理念として、近く、牛糞活

用のバイオ発電構想を推進するなど、トマトの「サラ」、玉ネギの「エーアンドエス」、ブロッコ

リーの「アイラブファーム」などと共に、笠岡干拓からの情報発信の一翼となっています。 

 元気会監事の加藤秀雄さんをはじ

めとする、東北復興支援グループ

「明日の架け橋」は今年も笠岡駅前

で追悼イベントを開催です。 

 あの日から１０年目の３月１１日

です。 

 コロナ禍で縮小イベントとなり 

ますが、ぜひ、お立ち寄り下さい。 

 全国でも珍しい移動葬儀車 

が、美の浜「絆」に到着しま 

した。葬儀場が車で自宅に来 

てくれます。 

車内で２０数人の参列が可能です。 

時代を先取りするアイディア葬儀車。 

これも笠岡の元気の一つです。 

今年はコロナ禍でつつじ祭りも、

商工会議所のさくら祭りも中止。

それではと、元気会の「つつじを

観る会」です。 

監督不在でただのジャンバーの写真に
なってしまいましたが・・ 



 元気会監事であり、本通り商店街の理事長である、
加藤秀雄さんの〝丸幸百貨店〟が３月末で閉店です。
永年にわたり、商店街振興の陣頭指揮をされてきた
だけに残念ですが、みんなで閉店セール、ドバーッ
と買いに行きましょう！ 

元気会手づくりの 
元気マスク。これ 
をつければ、コロ 
ナも逃げると大好評。 

客席50％に設定し
て、元気が出る漫
才に、みなさん大
喜びでした。 

 干拓で農業をされている、元干拓 
土地改良区理事長の河崎勉さんのご 
厚意で、ブロッコリー畑を解放。 
         みんなで楽しい 
         ブロッコリー 
         狩りをどうぞ。 

地域活性化として
有田の農業従事者
がチームをつくり、
採り立て野菜など
を青空販売する、
陽だまりマルシェ。
人気です。 

①商品券事業 
コロナ禍で冷え込んだ笠岡の経

済活性化のため、市内共通商品

券プレミアム 一人７５００円

のお得券。この還元率は県下

トップクラス。 

②水道料金減免 
コロナ禍の危機感が 

一番強かった、昨年４月～９月

の６ヶ月間の水道料金基本料を

減免。 

③中小企業事業継続支援 
コロナ禍で前年比２０％以上の

影響減少の中小企業者・小規模

事業者の方々を対象に、支援金

２０万～５０万円を。 

④食べて応援・買って 
 エール 

コロナ禍で影響を受けた飲食店

及び外出自粛の中、頑張った子

ども、保護者等を支援するため、

市内店舗で使用できる食事券を

給付。 

⑤障がい者(児)緊急応援 
コロナ禍での外出自粛等に伴っ

て、日常生活に影響を受けやす

い障がい者等に、市内共通商品

券１万～２万円を給付応援。 

⑥市民病院にＰＣＲ 
検査機器設置と自費診療での自

己負担額の内、２万円を補助。 

※これ以外に、市民生活支援・ 

 事業者支援として約３０事業、 

 そして、感染症拡大防止対策 

 事業として２０数項目の事業 

 が展開されています。官民み 

 んなでコロナに負けず、頑張 

 りましょう。 
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